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静岡地学第 42号(1980 ) 

11'の流

大久保 晃*

の自然を知らない生徒が増えつつあることは、ここ田園都市袋井であっても例外ではな1，.-¥0 例

えば、石灰岩の名前を知っていても実物の標本をみせると花こう岩と答えたり、夕方西の空に輝く金

をUFOと えたり等々 O 活字や映像から得た個々パラパラの知識は が、身のまわりの自

然、を知らないことには驚かされる O そんなことからとにかく「生徒を野外につれ出そう」を

授業を進めてきた O ここでは、その実践例として学校付近を流れる小笠沢川の流速@流量測定とそれ

を発展させた水の循環についての安習を紹介する O

実習(1) 小笠沢川の流速@流量の測定

〔小笠沢)11の概要〕

小笠沢)11は袋井高校南 500mの位置にあり、太田川の支流の lつで全長約 7胸、 JII幅約 10mの

歩いて渡れる小河川である O 小笠沢川の流域は小笠山北西の法多@豊沢を中心とした盆地で、袋井

市WIJ原付近で太田川にそそぎ込む。冬季は枯渇しているが、 にはかなりの流水量をもっ(図 1) 0 

〔測定場所〕 袋井市神長神長橋付近

施日〕 1980年 6月 3日の

11:45~12:35 及び

13:40~14:30 の 2 回

に分けて各々 lクラス毎

に測定をした O

〔準 備〕 巻尺、ものさし (50cm)

浮子、紙コップ流速測定

器、 ピトー管

〔事前準備〕

(1) 紙コップ流速測定器の作成
関 1 測定地点の位麓

紙コップ、ゴム‘針金を用いて国 2のような測定器具を作成しておく O

原理器具を)11に流し

ゴムの{申びをも

のさしで測定す

ることによって

相対的流速を求
ブム 紙コップ ピトー管'

める O 国2 犠対的流速測定器具

*略立袋井高校
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(2) ピトー管の作成

ガラス管を曲げ先を縮くして百盛をふる O

原理 ) 11の流れに対して平行に沈め、管中の水位が水面より高くなるのでその高さを読み、

相対的流速を求める O

〔方法〕

(均小笠沢)11の河川断面図の作成と断面積の計算

(1) 図 3のように巻尺を河)11に対して直角におき 5cm毎にその深さを測定し、方銀紙に断面簡を

作る O 作成したものが図 4である O

(2) 作成した断面図の方眼数を数えるこ

とによって、おおよその断面績を求め

るO 密 4の場合

(34偲x1十 24かま)x 10cmx 5cm 

0.23 ;r となる O
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図 3 河JlI断盟国を作成する方法
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臨ヰ 小笠沢111の河JlI断面留とその面積の測定

の小笠沢)I1の流速澱定

(1) 絶対的な流速測定

で 10mの距離をとり、 がその間を る を して流速を求める〈国 5)0 

測定した 6月 3Bの 3回の平均が 12.4秒であったので、

10 m十 12.4秒 0.81m/も

となる O

(2) 相対的な流速測定
流上 f‘ず1・

河川 さにより流速がどの
t 

ように変化するか、紙コップ流速測定 4 

s 
世酬目白山崎町-....t

ゴムの長さ、ピト 水位を

して断面閣に るO

河川の と からも小
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笠沢JlIの l臼のおおよその

求める式は、

を求めよ O

1 Bの流量(rJ)口断面積 (1の×流速 (m/s) x 60 x 60 x 24 

であるが、これは生徒自身に考えさせる o 6月 8訪の上記の{直より 1日の

O. 23 ( ni) x O. 8 1 (m/ s) x 6 0 x 6 0 x 24 1 6 0 9 6 rJ 

となる O

を求めると

(2) 河川断面における流速の分布についてどんな特徴があるか。また、流心を求めよ O

河川断面留に相対的流速測定の結果(ゴムの伸びの長さ、ピトー管の水位)を記入して、等値線

を作り流速の分布、流心を考える O

習(2) 1 J¥笠沢川の水の碍環

地球全体の水の循環、陸と海の水の収支については教科書等でとり上げられているが、ここでは

習(1)の結果をもとに小笠沢)1Iの水の舗環について概算をしながら考えてみたO テーマも身近であれ

実習(1)の内容を発展させたものであるから、生徒自身も意欲的に取り組んだ、O

〔準 備J 5万分の l地形関「袋井JI掛)llJ、方眼トレース紙、無地トレース紙

〔資 料J 5月 30日から 6月3日までの降水量の記録… 50脚(これは袋井高校の雨量計で測定

したo ) 

〔方法〕

(1) 小笠沢)1Iの水系図を作留する O

無地トレース紙を 5万分の 1地形留にあて小笠沢)1Iの水系閣を作間させる O これにより小笠

沢)1Iの流域が明確になる(図 6) 0 

(2) 小笠沢JlIの分水界を作図する O

方眼トレース紙を 5万分の l地形図

にあて小笠沢JIlの分水界を作国させ

る(図 7) 0 分水界は小笠沢)11が流れ

る谷と隣の谷との間にある尾根線をも

って代表させる O

(3) 小笠沢)1Iの流域面積を求める O

(2)で作闘した分水界の小笠沢側の面

積を方眼トレース紙の方眼数を数える

ことによって求めさせる O 境界部の数

え方は河川の断面図と同じである O

図 7の場合は、

流域面積口(16個 x1十 31{間×÷)×

500 m x 500 m 

= 7， 875，000 rJ 

文

lKm 
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国 6 IJ¥笠沢JIIの水系図

国7 小笠沢JlIの流域とその菌欝
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となる O

(4) 5丹 30日から 6月 38までに小笠沢)11流域に供給された総降水量を求める O

5月308から6月3日までに袋井で降った雨の降水量の値 50慨を与えておき、これに(3)で求

めた流域面積をかけることによって、この期間に小笠沢)11へ供給された降水量を求める O

総降水量=7， 875，000 rli x 0.05 m = 393，750 nf 

となる O

(5) 小笠沢)11流域内に供給された水が、河川水となって流出するのに要する日数を求める O

小笠沢)11流域に供給された水がすべて河川水となって流出したという仮定を与えておき、 (4)

で求めた総降水量を実習(1)で測定した小笠沢)11の流量で害Ijることによって流域内に供給された

水の流出にかかる日数を求める O もちろん、小笠沢川流域からの蒸発量、地下水となって

する監を考慮しなくてはいけないが、それはむしろ生徒自身に気づかせる O この

流出日数:総降水量 -:-1日の流量=393，750 nf-:-16，096 nf口 24.5日

となる O したがって、 24.5日かかって供給された水が河川水となって流出することになる O

考

(1) 小笠沢)11の水系のパターンはどのような特徴をもっているか。

(2) 小笠沢)11の 何dか。

(3) 5月 30告から 6丹38までに小笠沢Jl1流域へ供給された水の総量は何nfか。

小笠沢JII流域へ供給された水が、問川水となって流出するのに伺日かかるか。

小笠沢)I1がしばしば枯)1IにtJる原因は何か。

生徒の感想から

む小笠沢J!1の

に自分たちで作った

のものでそれらが

(花

o J Iのーヶ所だけで測定したのでいくらか誤差が出た。何ヶ所か

くなると忠う O この測定で我々の身近にある)11について

で河川の断面積@流速@流量が求められるのには

きるのが信じられなかった。もっと精密な器具を作り

いた O 身の回り

してみたい。

して平治すれば誤弟が少な

られたことは大きな収捧だ

つ/こ円 L何回〉

小笠沢JIIの水の

C 小笠沢)11が流れる になっていると かっ くの考えでは平らで山に臨ま

れているところばかりだと思っていたが、その考え っていることに気がついた時は だっ

た O

をみるだけでいろいろなことがわかち驚いた O また、 を ことの難しさがわかっ t;:.o

によって求めただけなので、

iま のことを考え 、もっと

にこの通号詰っているかわからなし '0 たぶん

くなると患う O

日



問題点と今後の課題

この喫習をやってよかった点は

(1) 生徒が実際の河川の流量測定から水の箔環をある程度数量化してとらえることができたこと O

(2) 身近な自作器具を使っても z 測定が可能であることを知ったこと O

問題点として

(1) 流速@流量@総降水量等の値が概数になってしまし¥結果もかなりおおまかになってしまった

こと O また、生徒も計算のみに追われて具体的な量の持つ意味があいまいになりやすかったこと O

(2) 現地までの往復と測定を授業時間内(50分)に終らせることができなかったこと O

後に、 J11の水につかって真剣に測定している生徒のようすをみていると、いつもの授業とはちが

ういきいきした表情がみられた O 改めて地学のフィールドワークの重要性、自然から学ぶことの大切

さを感じた O
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